
　黒色のものは光をよく吸収するため温度が上がりやすい一方、白色のものは光を反射す
るため温度が上がりにくい。では、白黒以外の色ではどうだろうか。
私たちはペルチェ素子を用いて実験を行い、どのような傾向が見られるか調べた。

　

実験Ⅰ
⑴セロハンテープにペンで色を塗り、
　ペルチェ素子のA面に貼る。
⑵A面に白熱電球(60W、色温度6500Kっていっ
60秒間照射する。光源からペルチェ素子までの
距離は15cmである。このとき、B面には何も貼
ら
ないでおく。

③光を吸収させ、生じた温度変化から応答した
電圧の最大値を調べる。

１.黄色

２.黒色

３.セロハンテープを貼らない

ゼーベック効果 (熱➡電気)
　2つの異なる金属間に温度差を設けると接
点間または2つの金属間の回路に起電力が
生じる

ペルチェ効果 (電気➡熱)
　2つの異なる金属を接合したものに電流
を流すと、片面では発熱反応、反対側の面
では吸熱反応が起きることで熱移動が生じ
る

実験Ⅰ
⑴セロハンテープにペンで色を塗り、素子の
　A面に貼る
⑵色のついた面に白熱電球の光を60秒間照射
⑶光を吸収させ、生じた温度変化から応答
　した電圧の最大値を調べる。
※光・風・熱の影響をなくすため箱で覆う

➀テープなし:4.73ｍV
②黄色:10.3mV
③黒色:24.2ｍV

色によって光の吸収する量は異なる

実験Ⅱ
⑴片面にRGBを指定して作った色紙を貼り、
　もう片方の面に金属板を貼る
⑵色のついた面にLED電球の光を60秒間照射
⑶光を吸収させ、生じた温度変化から電圧の
　最大値・中央値を求める
※光・風・熱の影響をなくすため箱で覆う

光を吸収する色ほど吸収する速さも大きい
電圧の値はおおよそ連続する

B,Gを多く含む色ほど電圧は大きい

今後の課題
・白色の比較実験を揃える
・色の要素(色相、彩度、明度)
・RGB･･･光▸CMYK
・23のような傾向から少しずれた色の
　原因を探る
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